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物 理 化 学 の進 歩Vol.isoNa.s.'(1941)
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、

覯 日本化單研究會編纂

鳥

.舞理鱒 士 眞 島 利 行 `

・日 本 ,化 學 絡 覽
,,

規 隋Bδ 版 ・ へ 鰐 イ ン ト 携 鈕 ・毎 號tiO頁 内 舛

蟹

日本化學總覽は我 が國 に於て發表せる理 ・工 ・翳 ・藥 ・農の諸學術方面 に亙る

雜誌 ・報沓書 ・特許公報等約300種 の原報 よh化 學關係 の業績は總て迅速 に嬰點

を抄録報湛すo一 一頡 よ く本邦化學 關係研究の報告 及特許等の内容 を容 易且つ最1も

經濟的 に知悉 し得べ く、研究家、實際家竝 に賢明家の研究工夫 に稗盆する處尠か

らぎるべ し。毎卷完桑なる 「著者名 及事物索引」を附す、本總覽の活用 上必要缺.

くべか ら ざる もの に して、 蓋 し本誌 の一 大 特 色 とす。 内 容 見 本 進 旦

1.1』.....』'1「.....1』..…...』...........「..............齟'..「....T.』.

會 肺 囃 誌"日 本1騨 纜"は 本會會酎に配布す・入會御希望の方【i'{'ケ年分以

員1上 の會費を添へて直接本會に申込まれた し・

略 瀦 韻 の赦 一 や粉(d7iiilv.,lc囘 に分押)次 の如 し
甲種(索 引及 製 本 用.表緩 配 布)し'..;74減7乙 械(常 引配 布)8町 ㍊盟

規 〔化學 鞘 係學 倉 貝 竝 に學 生 誘 君1二は鵠 引t:甲 種81聾K駟 罎 乙種7
円20議)

待望の 日 本 化 學 總 覽 完備す

第 一 集 第 壹 卷 一第 七 卷 「7册.1,;;治1咋 よ ポ く、Eユ奔 まで51、棚

木 邦 に於 て 研 究發 表 せ る 化學 ∫乏悶 苳學 衝 の交 離'乏び 酸 曙 背苫 心 ・二γ,蝶 た る#5,fi特 詐番

號N(L1よi〕 集録 、 の 内 な:漣投 萃 して集 我 せ るJの なr〕

●

第 二 集 第壹卷 一第十三卷.1跚 孵 吭 竿膿 の嫡 を抄羣鰈

載 す.昭 和2年 以 架 毎 月發 そ了せ る總 覽 を分 冊 し た る 霆,のな ゆ

定 價 各 班¥12,50送 料¥.45

も

艱 日本化 學研 究會 農蓄轟黶 儀籍蔽篇

」

「
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主 筆 工畢 博士 喜 多 源 逸

月 刊 化 學

第7卷

評
一 册60.錢

く逾 将2錢)

論 前.Q-5師 圓
(遑料共)

第9.號

[豊78]副 勉 化學 理 學 博士 佐 々 木 恒 孝.,.463

[ｰi9]襲 遘 有 縦化 串 の 新.方法.(、D珮 箪 博」」A?久 保 英一・(操》47s

[2明7エ ノ 臼ル ・フオ 鳳 ア ル デ ・ ド棚 旨の 硬 化聴1畿 てqト ・」リ1石 博 吉… 柚

=["_81]淡 化 永素 に封 す る亂化 ア ル ミ■ニュ ームの 作 肝.、__エ 學 士 小 方x郊...δ07

第7巻

[282]匪 嚢肪屬fヒ 合・樹 の{ヒ串 工 粱

第10蟯

[".53]製 逍 有 機f匕學 ⑳ 新 方法`n)

[294]淡 化水素油の沃素個3(は 奥素{賈測定法

[sw7イ オ ン交換 嘱

農+u士lll甘 信一 郎 … 肥5

理 吊 罅ニヒ 離 久 保英 一(課)530

工 學 土'舟 阪 渡_540

新刊紹介 」

.化 墨 評
綴 輯 所

京 都 市 盲 田 京都帝 國大學
工 業化昂歡室 喜 多 研 究 室

冠話上九八o番(墨 内十九番)

山 田 正 五 琿 …551

689

論
裂 行 所

大 阪 市 酉 匹京 町堀通一丁 目

電話土佐堀 二四〇 ・四六it番,

振替 ロ座 大阪一七六一三番
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諺`」x線"年afWf盈 、r,9,12月 各 月

lrs口 鵬 行(脅 興 に41無 代遒 呈)・
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露 眞 及 餽 明

で:怖鰻 茶羅透親 レ ントゲン宮演

研 究

寮蹴繭七 リシ ンのX線 的 班究

渡 邊iS.之 助

'

綜

木材粗 織のX隷 的穉究

げ胱 高電壓 の測定法

緯,'
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丿
月 刊 自 然 科 學 羅 誌

科
編

安藤廣太郎 岡田武松 柴田桂太

柴田堆次 橋旧邦彦 坪井誠太郎
○

學
輯

大河内正敏 小泉.丹

仁科n主 任石原 純

、

'

1

自然 科 學 δ邏 展 口 ざ ま しく,,學 界 の 活躍 釜 々盛 ん な らん とす る時,苟 も

之 に 心 を寄 す る人 々は 自然 科 擧 全 般 の 不断 の 情 勢 を知 るべ き何 等 か の 機 闘

を必 要 と す る で あ ら う.・

本 誌 は 英 のNtiLu・c,米 のC・i・ ・cξ,佛 のRepueg6・ §隠1・,掲 のNatuc-

wissenschaften等 と使 命 を 同 じ うす る もの で あ つ て 發 刊 以 來10年 の 歳 月 を

閲 し.茲 に蚕 く我 國 唯 一 の 一 般 自然 科 學 難 論 と して の 内 容,殖 裁,横 膿 を

具 ふ るに 到 つた.擧 徒 諸 士 は 本 誌 に よつ て初 めて.各 自 に必 要 な る親 野 を得

られ るで あ ら う.、.

・ 齟12月 號 内 容

卷 頭 「

科 辱覇 ～興 と私 立大巣 り 問 題

鷁 述

圷 井 忠 二 二 地 最.'・物理 的{4AR(Q)

山蝶義 人 乙.誓 遖 小 麥 二し胚 の移 植 に よる.PemaGzatioaに 及 ぼ す旺 乳 の 影響

害 書 蟻
エ ゾノ ウ ハ …ヅザ クラが 囘本 審 土 に壷 ナ(S41【1孫 泊,,eナ ラの 異常 蘂3型

〔松 田孫 治).飩 卵卵 膜 の膨 潤(青 木 際),簸 卵 卵 膜 つ透 明碑{轡 木 廉 ♪,鐵 一

昌 ツケ ル合金 の 」E效 恥 り弗的 灘定(山 本 美 再 堆),鱗 媒 調 製 に於 け る吸葡

イ 才 ン水 洗糴…作 中 の崩 媒 め 沈降 遖 度 に就 て(濱 井 專蔵),繪 度 計 算 式 に就 で

(駈 生 正 良,,寵 波 の對 流閣 暖射 と簿染性 疾 愚(d川 行平 ・荒 「【1秀侯},牛 乳 内

の ビ タ ミγCに 就 て(n佃m細 胞分裂 叙 礎 的 進行 に就 て(尾 曾越 文 殉,

風 を僻 は ざ6豪 画 中 の 倒 木(温 水 竹 」{の,9月2L[亅 縫殳哮 藍二於 け る蝋温 つ熨イヒ

(下 暇 育 郎);濘 角動 眼 筋E報`上 野謹 五 郎),'filiとrn子 核 力に つ い て.(武

谷 ≒ 男〕,科 愚 籖 文 と著 者 り姓 名〔川村 信 一 郎},・

拔 萃
Lines1」 鯔1ing二.免 疫抗 體.〕 溝逶 及 び其 つ形 成過 穐 に 關 ず る理 論

研 究 時報
、

生化學(江上 不ニー1<冫

科 糴 纂

高橋d!,.宝=黄 土.砂 土兩地域 か賞麹 生態學的比較研究(1)
上野識冗鄭=高 遉度移動物に封ナ る島..〕注rl委 勢

循梧驗討
上,三 の蹕語 について

新刊書一科 學時事 一組倉及個 人清忌'

日本島徳擴 興會鞴 部研究彙鰻

發行所 蛎 離 ヲ堅.岩 波 書 店
定 價50 .餓.r遘 料1・δ錢}.電 話 卑 院 ㈹ §轟0亅8.

4}jF分(搬 于嗤號 ∫ζ了册♪¥3.k),15F分(」 曾于q聾共14鷽)¥6.80、 振 替 口 摩 舅巨京ss三 ミ40.
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